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Abstract 

 The purpose of this paper was to investigate the attitudes of home-helpers towards keeping 
care records and to develop better recording techniques.  First, home-helpers thought that 

better recording techniques were concise, easy to understand and focused. Second, they 
thought case records were important methods to maintain communication with other home-

helpers. Third, home-helpers didn't write case records becoming of care process. Fourth, home-
helpers were very interested in learning about writing case records and needed training programs 

to teach them how to write the records in a clean and concise way. Finally, when they wrote 
their case-records they were influenced by their emotions. They must, there, be taught the 

importance of keeping objectivity in social work. 

 
要 約 

 訪問介護職員を対象に，彼らが記録という作業に対してどのような姿勢や意識をもって臨んでい
るかということを中心に明らかにすることにより，現場の職員がよい記録を書く手がかりを得ること
を目的とし，次のような結果が得られた． 第一に，訪問介護職員は，自分自身の業務の合間を
ぬって，時間とせめぎ合いながら記録に臨んでいることがわかった．これは，簡潔で要点がうまく
まとめてあり，すぐに理解できるものをよい記録とし，さらにそのような記録を書こうと工夫している
という結果からも推察された．しかし要点を簡潔にまとめて書くという点について能力不足を感じて

いる人が少なからず存在した．第二に，記録を連携の場としてとらえていたことが特徴的であっ
た．第三に，自分の担当ケースについて視点を持ちながら記録に臨み，その記録をある程度介護
に生かしている様子がうかがえた．しかし，それは観察した事柄を中心に記録し，利用者のさまざ
まな情報の収集に役立てるという極めて単純な作業を行っているに過ぎない傾向を読み取ること



ができた．したがって，介護過程の流れ全体を意識し，その各要素を適度に配分しながら記録し，
その記録を実際の介護に生かすという視点を十分持ち得ていないことが示唆された．第四に，記
録についての研修・自己学習のニーズは極めて高かった．したがって，自己の介護の内容を介護
過程にそって考え，その考えた内容を簡潔で要領のまとまった文章に表現できることを目標とした
研修プログラムが必要であり，またそのような姿勢で記録に実際に臨む努力のあることが示唆さ

れた．最後に，記録を書く際には，訪問介護職員の心理状態なども影響することがわかった．特に
意識しない逆転移等のソーシャルワーク上の問題を介護職員は十分認識するが必要があること

が示唆された． 


